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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 22,635 17.9 1,139 ― 1,378 480.0 1,062 ―
22年3月期 19,198 △13.8 73 ― 237 ― △41 ―

（注）包括利益 23年3月期 1,054百万円 （70.5％） 22年3月期 618百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 14.79 ― 3.2 3.1 5.0
22年3月期 △0.58 ― △0.1 0.5 0.4

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  6百万円 22年3月期  △1百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 43,094 34,111 77.3 463.74
22年3月期 45,150 33,586 72.6 456.04

（参考） 自己資本   23年3月期  33,304百万円 22年3月期  32,759百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 2,453 △2,587 △2,776 3,625
22年3月期 3,223 398 △1,637 6,552

2.  配当の状況 

（注）24年３月期の配当予想額は未定であります。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 215 ― 0.7
23年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 431 40.6 1.3
24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
 平成24年３月期の連結業績予想については、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、現時点で合理的な算定が困難であるため未定
とし、記載しておりません。詳細は（添付資料）３ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 89,983,085 株 22年3月期 89,983,085 株
② 期末自己株式数 23年3月期 18,166,302 株 22年3月期 18,148,920 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 71,826,183 株 22年3月期 71,843,401 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 20,068 15.4 865 ― 1,203 ― 1,021 231.3
22年3月期 17,394 8.7 △197 ― 26 ― 308 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 14.21 ―
22年3月期 4.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 41,384 32,510 78.6 452.16
22年3月期 43,304 31,967 73.8 444.55

（参考） 自己資本 23年3月期  32,510百万円 22年3月期  31,967百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手
続は終了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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①当期の経営成績 
 当連結会計年度におけるわが国経済は、上期においては、中国等アジア新興国の景気拡大が下支えと
なり輸出の増加等により企業収益が回復基調で推移し、また、各種政策効果により個人消費は改善傾向
が見受けられました。下期に入ると、エコカー補助金制度の終了や、原油や穀物の価格高騰、円高進行
により輸出が減少傾向となるなど、景気回復のペースは減速いたしました。加えて、３月11日に発生し
た東日本大震災が今後の景気動向に与える影響は計り知れず、国内経済の先行きは非常に不透明な状況
であります。 
 このような状況のもと、当社グループは、事業環境の変化に対応した積極的な営業活動を行うととも
に、収益改善に努めてまいりました結果、化学品事業で大幅な増収となり、当社グループの売上高は前
年同期比17.9％増の22,635百万円となりました。 
 利益面では、生産効率の向上に取り組み、徹底した経費削減活動に努めてまいりました結果、営業利
益は1,139百万円（前年同期73百万円の営業利益）、経常利益は1,378百万円（前年同期237百万円の経
常利益）、当期純利益は1,062百万円（前年同期41百万円の当期純損失）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

［化学品事業］ 

化学品事業においては、住宅関連向け樹脂は低調に推移したものの、電子材料向け及び自動車向け
樹脂は、前年同期に比べ好調に推移いたしました。在外子会社も、新興国の景気拡大の影響を受け好
調に推移いたしました。その結果、売上高は前年同期比26.4％増の16,523百万円となりました。利益
面では、売上高の好調な推移と、徹底した経費削減活動に努めてまいりました結果、営業利益は前年
同期を大幅に上回る1,065百万円（前年同期55百万円の営業利益）となりました。 

［食品事業］ 

食品事業においては、夏場の記録的な猛暑により異性化糖の販売が回復し、年前半の不振をカバー
し、堅調に推移いたしました結果、売上高は前年同期比1.9％減の5,857百万円となりました。利益面
では、徹底した経費削減活動に努めてまいりましたが、調整金等経費負担が増加した結果、81百万円
の営業損失（前年同期35百万円の営業損失）となりました。 

［不動産活用業］ 

不動産活用業においては、前年同期に比べますと、前年度後半より新規貸与先が決まり、増収とな
っております。その結果、売上高は前年同期比62.4％増の254百万円となりました。利益面では、売
上高の増加、また、経費削減活動に努めてまいりました結果、営業利益は前年同期比189.6％増の155
百万円となりました。 

  

②次期の見通し 
 次期の見通しにつきましては、東日本大震災が国内経済に与える影響は計り知れず、夏場の電力問題
をはじめ、先行きの情勢を見極めることが困難な状況となっており、現時点では合理的な業績予想の算
定ができないため、未定としております。業績予想の開示が可能となった時点で速やかに開示いたしま
す。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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①資産、負債及び純資産の状況 
 当連結会計年度における総資産合計は前連結会計年度末に比べ2,056百万円（4.6％）減少し、43,094
百万円となりました。これは、借入金の返済による現金の減少が主な要因であります。 
 負債合計は前連結会計年度に比べ2,581百万円（22.3％）減少し、8,983百万円となりました。これ
は、借入金の返済による減少が主な要因であります。 
 純資産合計は前連結会計年度末に比べ525百万円（1.6％）増加し、34,111百万円となりました。これ
は、当期純利益を計上したことによる利益剰余金の増加が主な要因であります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 
 当連結会計年度における営業キャッシュ・フローは、2,453百万円の収入（前連結会計年度3,223百万
円の収入）となりました。これは前連結会計年度に比べ非資金項目調整後の税金等調整前当期純利益が
増加したものの、売上債権や棚卸資産の増加及び法人税等の支払が増加したことによります。 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、2,587百万円の支出（前連結会計年度398百万円の収入）とな
りました。これは前連結会計年度に比べ有価証券の償還等による収入が減少したことによります。 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、2,776百万円の支出（前連結会計年度1,637百万円の支出）と
なりました。これは前連結会計年度では長期借入金の借入があったことと、前連結会計年度に比べ配当
金の支払額が増加したことによります。 
 この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前年同期比2,926百万円（44.7％）減少
し3,625百万円となりました。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 ※自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 
１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 
２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しておりま

す。 
３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロー

を使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っ
ている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算
書の利息の支払額を使用しております。 

  

当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策のひとつとして位置づけておりま
す。財務体質を強化しつつ、事業の成長を図り、業績に裏付けされた成果の配分を株主の皆様に行うこ
とを基本方針とし、１株当たり配当の向上に努め、安定的に配当を行ってまいりたいと存じます。内部
留保資金につきましては、将来における株主の皆様の利益拡大のために新規事業及び成長する事業分野
に投入してまいります。 
 当期の配当につきましては、１株当たり３円の中間配当を実施し、期末配当につきましては１株当た
り３円とし、年間配当６円とすることを予定しております。 
 なお、次期の配当につきましては、現時点では配当予想額の合理的な算出が不可能であるため、未定
としております。合理的な予想額の開示が可能となった時点で速やかに開示を行います。 

  

（２）財政状態に関する分析

平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自己資本比率（％） 73.2 65.8 71.3 72.6 77.3

時価ベースの自己資本比率
（％）

46.2 29.2 33.1 35.2 39.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（倍）

2.1 2.9 5.6 1.6 1.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

52.6 38.3 14.2 48.1 53.8

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社グループは当社、子会社４社及び関連会社３社で構成され、化学品（合成樹脂・高機能繊維）、食品（澱粉糖

類）及び不動産活用業を主な内容とし、事業活動を行っております。 

当社グループが営んでいる主な事業内容、各関係会社等の当該事業に係る位置付け及びセグメントの関連は次のと

おりであります。 

 なお、当連結会計年度における、当社グループの関係会社の異動は以下のとおりです。 

 （化学品事業） 

 [関係会社の異動] 

   新しく持分法を適用した関連会社：エイチエイ ファンドリー マテリアルズ  

 
  

事業の系統図は、次のとおりであります。 

 

  

２．企業集団の状況

区分 主要製品等 生産会社 主要販売会社

化学品事業

工業用フェノール樹脂(レヂトップ)

ユリア・メラミン系接着剤(エイボンド)

鋳物用粘結剤、真球状樹脂

可塑剤(グルコサイザー)、ホルマリン

造型プロセス用樹脂及び硬化剤 

(αsystem, βsystem・NFURAN)

高機能繊維(カイノール)

当社 

タイ ジーシーアイ レ

ヂトップ カンパニー 

リミテッド

当社 

タイ ジーシーアイ レ

ヂトップ カンパニー 

リミテッド

食品事業

異性化糖(スリーシュガー)

ぶどう糖(コーソグル群栄)

水飴(マルトフレッシュ)、穀物シロップ

オリゴ糖(グンエイオリゴ)

当社 当社

不動産活用業 当社の所有する不動産の賃貸 当社 ─
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関係会社の状況は、次のとおりです。 

なお、エイチエイ ファンドリー マテリアルズは新たに株式を取得したため、関係会社に含めております。 

  

 
(注) １ 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。 

  

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合 
(％)

関係内容

(連結子会社)

タイ ジーシーアイ レヂトップ 
カンパニー リミテッド

タイ王国

ラヨーン県
マプタプット市

千バーツ

288,000
化学品事業 60.2

当社が製造権及び販売権を許

諾している。 

当社の商品仕入先である。 

役員の兼任２名

㈱ビッグトレーディング 群馬県高崎市 10
化学品事業

食品事業
不動産活用業

100

当社の業務委託先である。 

当社より事務所の貸与を受け

ている。 

役員の兼任１名

(持分法適用関連会社)

ユニプラ㈱ 埼玉県狭山市 78 化学品事業 22.2
当社の製品販売先である。 

役員の兼任１名

群栄興産㈱ 群馬県高崎市 10
化学品事業
食品事業
不動産活用業

20.0
当社が加入している保険の代

理店である。

エイチエイ ファンドリー 
マテリアルズ

中国・上海市
千元

20,243
化学品事業 25.0 ───
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 当社グループは、創業以来、糖化業界及びフェノール樹脂業界において豊かな創造力により独自のテ
クノロジーを築いてまいりました。常に未来を見すえて国際的なファイン・マテリアルメーカーへと飛
躍するために、経営基盤の充実に力を注ぎ、地球環境との調和のなかで顧客に高品質な製品、優れた技
術、行き届いたサービスを提供することを経営の基本としており、より豊かで快適な未来社会づくりへ
の貢献を目指します。 

  

 当社グループは、経営環境に応じた経営効率の向上を図り、株主資本の効率的活用と収益性の観点か
ら自己資本利益率（ＲＯＥ）の向上と売上高経常利益率６％以上を確保することを経営指標としていま
す。 
 なお、当連結会計年度においては、ＲＯＥ3.2％、売上高経常利益率6.1％でありました。 

  

 当社グループは、激変する経営環境のなか、安定的な収益力の基盤を確立するため国際化に対応した
設備投資、技術開発のための先行投資を行ってまいりました。今後は、更に環境に配慮した、世界に通
じる競争力のある新規製品の開発、事業化を行ってまいります。また、基盤事業を強化し、事業体制の
効率化を図り、企業価値を高めることにより、「収益性、成長性を備えた魅力あるＧＣＩグループ」を
目指してまいります。 

  

①新規製品上市率30％という中長期的目標のもと、研究開発力をバックボーンとして、当社の主力製品
であるフェノール樹脂および澱粉糖製品分野でのコア技術の深耕および蓄積を継続するとともに、従来
の素材開発から新たに技術集約型である製品の川下材料分野への用途展開を行い、開発型企業として今
後さらに研究開発活動の充実を図ります。 

  

②当社グループは、取締役により需要の変化及び市場動向の変化にも細心の注意を払い、より素早い対
応ができる体制のもと企業経営を行っていくとともに、現在の経営環境及び入手可能な情報に基づき最
善の経営方針の立案に努めてまいります。 
 また、権限の委譲された執行役員により意思決定の迅速化、責任の明確化を図り、世界に通用する競
争力のある新規製品を開発していくとともに、事業化を推進してまいります。 
 さらには、変革する時代に挑戦する人材を育成するために、教育制度の再構築や環境の変化に適応し
た人事制度の改革を計画的に推し進め、人と組織の体質強化を図ります。 

  

  

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,550 3,624

受取手形及び売掛金 5,814 6,412

有価証券 904 701

商品及び製品 1,411 1,625

仕掛品 19 21

原材料及び貯蔵品 606 758

繰延税金資産 185 169

その他 312 178

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 15,803 13,491

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,837 19,986

減価償却累計額及び減損損失累計額 △12,446 △12,814

建物及び構築物（純額） 7,390 7,172

機械装置及び運搬具 23,460 25,153

減価償却累計額及び減損損失累計額 △19,511 △20,630

機械装置及び運搬具（純額） 3,949 4,522

土地 7,639 7,639

リース資産 31 35

減価償却累計額 △7 △14

リース資産（純額） 23 21

建設仮勘定 867 191

その他 2,381 2,413

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,036 △2,118

その他（純額） 345 294

有形固定資産合計 20,216 19,842

無形固定資産 281 186

投資その他の資産

投資有価証券 8,637 9,021

繰延税金資産 － 1

その他 681 637

貸倒引当金 △87 △86

投資損失引当金 △382 －

投資その他の資産合計 8,848 9,574

固定資産合計 29,346 29,603

資産合計 45,150 43,094
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,784 3,093

短期借入金 1,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,252 1,252

未払金 1,536 893

未払法人税等 71 67

賞与引当金 156 193

その他 52 56

流動負債合計 6,853 5,557

固定負債

長期借入金 3,022 1,769

繰延税金負債 179 136

退職給付引当金 982 1,000

環境対策引当金 6 16

負ののれん 51 25

その他 468 476

固定負債合計 4,710 3,425

負債合計 11,564 8,983

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 25,905 25,689

利益剰余金 6,547 7,394

自己株式 △4,706 △4,709

株主資本合計 32,747 33,374

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 263 219

為替換算調整勘定 △251 △289

その他の包括利益累計額合計 12 △69

少数株主持分 827 807

純資産合計 33,586 34,111

負債純資産合計 45,150 43,094
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

 連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 19,198 22,635

売上原価 16,496 18,558

売上総利益 2,701 4,076

販売費及び一般管理費 2,628 2,937

営業利益 73 1,139

営業外収益

受取利息 123 126

受取配当金 49 58

負ののれん償却額 26 26

持分法による投資利益 － 6

その他 51 72

営業外収益合計 251 289

営業外費用

支払利息 60 43

租税公課 18 1

持分法による投資損失 1 －

為替差損 3 －

その他 2 5

営業外費用合計 86 49

経常利益 237 1,378

特別利益

貸倒引当金戻入額 75 1

保険差益 98 －

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 174 1

特別損失

固定資産処分損 53 41

投資損失引当金繰入額 177 －

投資有価証券評価損 － 65

会員権評価損 － 2

環境対策引当金繰入額 － 10

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21

特別損失合計 231 140

税金等調整前当期純利益 180 1,239

法人税、住民税及び事業税 73 75

法人税等調整額 42 11

法人税等合計 116 87

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,152

少数株主利益 105 90

当期純利益又は当期純損失（△） △41 1,062
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 連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,152

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △45

為替換算調整勘定 － △47

持分法適用会社に対する持分相当額 － △5

その他の包括利益合計 － ※２ △98

包括利益 － ※１ 1,054

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 － 980

少数株主に係る包括利益 － 73
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（３）連結株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 5,000 5,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,000 5,000

資本剰余金

前期末残高 25,977 25,905

当期変動額

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △71 △215

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △71 △215

当期末残高 25,905 25,689

利益剰余金

前期末残高 6,589 6,547

当期変動額

剰余金の配当 － △215

当期純利益又は当期純損失（△） △41 1,062

当期変動額合計 △41 846

当期末残高 6,547 7,394

自己株式

前期末残高 △4,701 △4,706

当期変動額

自己株式の取得 △4 △4

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △4 △3

当期末残高 △4,706 △4,709

株主資本合計

前期末残高 32,864 32,747

当期変動額

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △71 △215

剰余金の配当 － △215

当期純利益又は当期純損失（△） △41 1,062

自己株式の取得 △4 △4

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △117 627

当期末残高 32,747 33,374
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △185 263

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

449 △44

当期変動額合計 449 △44

当期末残高 263 219

繰延ヘッジ損益

前期末残高 △0 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

0 －

当期変動額合計 0 －

当期末残高 － －

為替換算調整勘定

前期末残高 △310 △251

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

59 △37

当期変動額合計 59 △37

当期末残高 △251 △289

少数株主持分

前期末残高 738 827

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 88 △20

当期変動額合計 88 △20

当期末残高 827 807
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 180 1,239

減価償却費 2,281 1,884

負ののれん償却額 △26 △26

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27 18

投資損失引当金の増減額（△は減少） 177 －

受取利息及び受取配当金 △173 △184

支払利息 60 43

投資有価証券評価損益（△は益） － 65

売上債権の増減額（△は増加） △294 △611

たな卸資産の増減額（△は増加） 249 △374

仕入債務の増減額（△は減少） 485 311

その他 131 29

小計 3,099 2,394

利息及び配当金の受取額 176 171

利息の支払額 △67 △45

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 14 △66

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,223 2,453

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 2,300 910

有形固定資産の取得による支出 △1,936 △1,932

投資有価証券の取得による支出 △3,061 △1,504

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,901 0

定期預金の純増減額（△は増加） 27 －

長期未収入金の回収による収入 233 －

関係会社株式の取得による支出 － △113

その他 △67 53

投資活動によるキャッシュ・フロー 398 △2,587

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,600 △1,000

長期借入れによる収入 1,500 －

長期借入金の返済による支出 △1,400 △1,252

自己株式の純増減額（△は増加） △3 △2

配当金の支払額 △72 △428

少数株主への配当金の支払額 △62 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,637 △2,776

現金及び現金同等物に係る換算差額 39 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,023 △2,926

現金及び現金同等物の期首残高 4,528 6,552

現金及び現金同等物の期末残高 6,552 3,625
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該当事項はありません。 

  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１ 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 ２社
主要な連結子会社の名称
 タイ ジーシーアイ レヂトップ カンパニー
リミテッド

    なお、当連結会計年度において、群栄商事株式
会社、群栄ボーデン株式会社及び日本カイノール
株式会社は、当社が吸収合併し、消滅したため、
連結の範囲から除外しております。

非連結子会社
 カイノール ヨーロッパ インポート エクスポ
ート ゲーエムベーハー 
 アメリカン カイノール インク
連結の範囲から除いた理由
 いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上
高、当期純損益及び利益剰余金（持分に見合う額）
等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼし
ていないためであります。

１ 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 ２社
主要な連結子会社の名称

タイ ジーシーアイ レヂトップ カンパニー
リミテッド

   
  
 
 

非連結子会社
カイノール ヨーロッパ インポート エクスポ

ート ゲーエムベーハー 
 アメリカン カイノール インク
連結の範囲から除いた理由

同左

２ 持分法の適用に関する事項
 すべての関連会社に持分法を適用しております。
 持分法を適用した関連会社数 ２社 
 会社等の名称 
  ユニプラ㈱ 
  群栄興産㈱
 

２ 持分法の適用に関する事項
すべての関連会社に持分法を適用しております。

 持分法を適用した関連会社数 ３社 
 会社等の名称 
  ユニプラ㈱ 
  群栄興産㈱ 
  エイチエイ ファンドリー マテリアルズ
   なお、エイチエイ ファンドリー マテリアル

ズは、新たに株式を取得したため、持分法の適用
範囲に含めております。
持分法適用会社のうち、決算日が異なる会社につ

いては、当該事業年度に係る財務諸表を使用してお
ります。

（会計方針の変更）
 当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」
（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及
び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取
扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を
適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 
 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前当
期純利益に対する影響はありません。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項
 連結子会社のうち、タイ ジーシーアイ レヂトッ
プ カンパニー リミテッドの決算日は12月31日であ
ります。
 連結財務諸表作成に当たっては、決算日現在の財務

諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引

については、連結上必要な調整を行っております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 
   同左

４ 会計処理基準に関する事項 
 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券 
  満期保有目的の債券 
  償却原価法(定額法) 
  その他有価証券 
   時価のあるもの

決算末日の市場価格等に基づく時価法(評
価差額は全部純資産直入法により処理し、
売却原価は移動平均法により算定)

   時価のないもの 
    移動平均法による原価法

４ 会計処理基準に関する事項
 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
  満期保有目的の債券 
   同左 
  その他有価証券 
   時価のあるもの

同左  
    
   

  時価のないもの
    同左
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前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

② たな卸資産
 主として月別総平均法による原価法（収益性の
低下による簿価切下げの方法）

② たな卸資産
 同左

 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

 当社及び国内連結子会社については下記の方法
によっております。  
建物（建物附属設備は除く）  
 ａ 平成19年３月31日以前に取得したもの 
   旧定額法  
 ｂ 平成19年４月１日以降に取得したもの 
   定額法  
建物以外  
 ａ 平成19年３月31日以前に取得したもの 
   旧定率法  
 ｂ 平成19年４月１日以降に取得したもの 
   定率法  
 なお、耐用年数及び残存価額については、法人
税法に規定する方法と同一の基準によっておりま
す。

 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

 同左

  
 
 

 また、平成19年３月31日以前に取得したものに

ついては、償却可能限度額まで償却が終了した翌

年から５年間で均等償却する方法によっておりま

す。

  在外連結子会社については、見積り耐用年数に

よる定額法によっております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。

 なお、耐用年数については、法人税法に規定す

る方法と同一の基準によっております。

 ただし、ソフトウェア(自社利用分)について

は、社内における利用可能期間(５年)に基づく定

額法によっております。 

 

② 無形固定資産（リース資産を除く）
 同左

③ リース資産
 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロと

して算定する方法（定額法）によっております。 

 なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開

始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を採用しております。

③ リース資産
 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産
 同左
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前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

 (3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債

権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。

 (3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

     同左

  ② 投資損失引当金
 投資による損失に備えるため、投資先の資産内

容等を勘案して計上しております。

② 投資損失引当金
     同左

③ 賞与引当金
 従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額

に基づき計上しております。

③ 賞与引当金
     同左

④ 退職給付引当金
 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年

度末における退職給付債務の見込額に基づき、当

連結会計年度末において発生していると認められ

る額を計上しております。

 なお、会計基準変更時差異については、10年に

わたり定額法で費用処理しております。

 数理計算上の差異については、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(５年)に

わたり、発生の翌連結会計年度より定額法で費用

処理しております。

 在外連結子会社は、該当事項がありません。 

 

④ 退職給付引当金
 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年

度末における退職給付債務の見込額に基づき、当

連結会計年度末において発生していると認められ

る額を計上しております。

 数理計算上の差異については、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(主とし

て５年)にわたり、発生の翌連結会計年度より定

額法で費用処理しております。

（追加情報） 

 当連結会計年度より、在外連結子会社において

退職金給付制度を導入したことにより退職給付債

務が発生しております。これによる連結財務諸表

に与える影響額は軽微であります。

⑤ 環境対策引当金
 ＰＣＢ使用電気機器の処理支出に備えるため、

処理見込額を計上しております。

⑤ 環境対策引当金
  同左

──────────

 

  

 

──────────

 

  

 

  

 

  (4) のれん及び負ののれんの償却に関する事項  

  のれん及び負ののれんは、５年間で均等償却して
おります。

  (5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範

囲

 手許現金・要求払預金及び取得日から３ヶ月以内
に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能
であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか
負わない短期的な投資からなっております。

 (4) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

  消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式

によっております。

 (6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

    同左

５ 連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項

 連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価

評価法によっております。

──────────

６ のれん及び負ののれんの償却に関する事項  

のれん及び負ののれんは、５年間で均等償却してお

ります。

──────────

７ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金・要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に

満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わな

い短期的な投資からなっております。

──────────
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（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

会計方針の変更

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

 当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基準」

の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20

年７月31日）を適用しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整

前当期純損失に与える影響はありません。

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

（資産除去債務に関する会計基準等） 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、当連結会計年度の営業利益及び経常利益

はそれぞれ０百万円減少し、税金等調整前当期純利益は

21百万円減少しております。また、当会計基準適用開始

による資産除去債務の変動額は23百万円であります。 

 これは当第３四半期連結累計期間以降に資産除去債務

に係る調査が完了し、見積が可能となったため、当連結

会計年度末に計上したものであります。 

 なお、当社は、支店等の不動産賃貸契約に基づく、退

去時の現状回復に係る債務等を有しておりますが、当該

債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現時

点において将来退去する予定もないことから、資産除去

債務を合理的に見積ることができません。そのため、当

該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

 

（企業結合に関する会計基準等） 

 当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」

（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財

務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成

20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の

一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26

日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基

準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）

及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関す

る適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年

12月26日）を適用しております。

表示方法の変更

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

────────── （連結損益計算書関係） 

 当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成

21年３月24日 内閣府令第５号）を適用し、「少数株主

損益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
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追加情報

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

（金融商品関係） 

 当連結会計年度より、「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 平成20年３月10日）及び「金融

商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第19号 平成20年３月10日）を適用しておりま

す。

（賃貸不動産関係） 

 当連結会計年度より、「賃貸等不動産の時価等の開示

に関する会計基準」（企業会計基準第20号 平成20年11

月28日）及び「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第23号 平

成20年11月28日）を適用しております。

──────────
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当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

  

(追加情報) 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）
を適用しております。ただし、「その他包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結合
計年度の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算額等合計」の金額を記載しております。 
  

※１  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 
  

※２  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 
  

  

（８）連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 466百万円

少数株主に係る包括利益 151  〃  

計 618百万円

その他有価証券評価差額金 446百万円

為替換算調整勘定 104  〃   

持分法適用会社に対する持分相当額 3  〃  

計 554百万円
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１ 満期保有目的の債券で時価のあるもの 

 (単位：百万円) 

 
  

２ その他有価証券で時価のあるもの 

 (単位：百万円) 

 
(注) 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当連結会計年度において減損処理を行い、投

資有価証券評価損65百万円を計上しております。 

  

３ 時価評価されていない有価証券 
 (単位：百万円) 

 
  

(有価証券関係)

区分

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日)

連結決算日 
における 
連結貸借 

対照表計上額

連結決算日
における時価

差額

連結決算日
における 
連結貸借 

対照表計上額

連結決算日 
における時価

差額

時価が連結貸借対照表計上額
を超えるもの

100 100 0 590 594 4

時価が連結貸借対照表計上額
を超えないもの

1,673 1,583 △89 2,373 2,305 △67

合計 1,773 1,683 △89 2,963 2,900 △62

区分

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日)

連結決算日 
における 
連結貸借 

対照表計上額

取得原価 差額

連結決算日
における 
連結貸借 

対照表計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が 
取得原価を超えるもの

 ① 株式 2,104 1,477 626 1,876 1,340 535

 ② 債券 2,301 2,259 41 2,908 2,848 60

小計 4,405 3,736 668 4,784 4,188 595

連結貸借対照表計上額が 
取得原価を超えないもの

 ① 株式 709 912 △202 573 808 △234

 ② 債券 1,757 1,782 △25 605 611 △5

小計 2,467 2,695 △228 1,178 1,419 △240

合計 6,872 6,432 440 5,962 5,607 354

区分

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日)

連結貸借対照表計上額 連結貸借対照表計上額

その他有価証券

 ① 非上場株式 609 404

 ② ＭＭＦ等 8 8

合計 618 413
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４ その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の連結決算日後における償還予定額 

 (単位：百万円) 

 
  

   当連結会計年度(平成23年３月31日) 

 (単位：百万円) 

 
  

  

 前連結会計年度末(平成22年３月31日)

区分 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

 債券

  社債 400 700 800 ─

  その他 500 2,373 300 600

合計 900 3,073 1,100 600

区分 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

 債券

  社債 100 600 1,000 ─

  その他 590 2,473 1,300 200

合計 690 3,073 2,300 200
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前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 化学品事業……工業用フェノール樹脂及びその関連製品、高機能繊維、化学工業薬品 

(2) 食品事業………異性化糖、穀物シロップ、水飴、オリゴ糖及びその関連製品 

(3) その他事業……不動産活用業、その他 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産(13,697百万円)の主なものは、当社での余資運用資金

(現金及び有価証券)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。 

  

 前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

 アジア……………タイ王国 
  

(セグメント情報等)

(事業の種類別セグメント情報)

化学品事業 
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計(百万円)
消去又は 

全社(百万円)
連結(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

13,072 5,968 156 19,198 ─ 19,198

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 13,072 5,968 156 19,198 (─) 19,198

営業費用 13,017 6,004 102 19,124 ─ 19,124

営業利益又は営業損失(△) 55 △35 53 73 (─) 73

Ⅱ 資産、減価償却費及び資
本的支出

資産 24,805 4,175 2,473 31,453 13,697 45,150

減価償却費 2,093 136 50 2,281 ─ 2,281

資本的支出 1,894 151 0 2,046 ─ 2,046

(所在地別セグメント情報)

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

計(百万円)
消去又は 
全社 

(百万円)
連結(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

17,292 1,905 19,198 ─ 19,198

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

103 14 117 (117) ─

計 17,395 1,920 19,315 (117) 19,198

  営業費用 17,648 1,594 19,242 (117) 19,124

  営業利益又は営業損失(△) △252 325 73 0 73

Ⅱ 資産 42,767 2,383 45,150 ─ 45,150
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

  (1) アジア…………………タイ王国、韓国、台湾、中国 

  (2) その他の地域…………米国、ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(海外売上高)

前連結会計年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日)

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 2,972 141 3,114

Ⅱ 連結売上高（百万円） ─ ─ 19,198

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

15.5 0.7 16.2
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１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ
り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい
るものであります。 
当社は、製品・サービス別の製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
従って、当社グループは、製造販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「化学品事業」、「食品事業」及び「不動産活用業」の３つのセグメントを報告セグメントとしてお
ります。 
「化学品事業」は、工業用フェノール樹脂及び高機能繊維等を製造販売しております。「食品事業」は

異性化糖及び穀物シロップ等を製造販売しております。「不動産活用業」は当社の保有する土地や建物等
不動産の賃貸を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事
項」における記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの
数値であります。 

  

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

  

従来までのセグメント情報の取扱いに基づく連結財務諸表のセグメント情報として、「セグメント情報等の開示に

関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)等に準拠した場合と同様の情報が開示されているため、

記載を省略しております。 

  

(単位：百万円) 

 
（注）セグメント資産の調整額11,406百万円には、当社での余資運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金（投

資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

  

(セグメント情報)

前連結会計年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日)

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

報告セグメント 調整額 
(注)

合計
化学品 食品 不動産活用 計

売上高

  外部顧客への売上高 16,523 5,857 254 22,635 ― 22,635

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 16,523 5,857 254 22,635 ― 22,635

セグメント利益 1,065 △81 155 1,139 ― 1,139

セグメント資産 25,355 3,937 2,394 31,688 11,406 43,094

その他の項目

  減価償却費 1,700 135 47 1,884 ― 1,884

  持分法適用会社への投資 374 ― ─ 374 9 384

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

1,444 86 2 1,532 ― 1,532
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 

  

該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３月27日)及び

「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用し

ております。 

  

群栄化学工業㈱　（4229）　平成23年３月期決算短信

- 25 -



  

  

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

(単位：百万円) 

 
(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

本国に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。 

  

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

 
  

  

  

該当事項はありません。 

(関連情報)

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

日本 アジア その他 合計

18,061 4,343 231 22,635

(2) 有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
全社・消去 合計

化学品 食品 不動産活用 計

（負ののれん）

当期償却額 26 ― ― 26 ― 26

当期末残高 25 ― ― 25 ― 25

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 456.04円 １株当たり純資産額 463.74円

１株当たり当期純損失金額 0.58円 １株当たり当期純利益金額 14.79円

 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在

株式がないため記載しておりません。 

１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎

 連結損益計算書上の当期純損失 41百万円

 普通株式に係る当期純損失 41百万円

 普通株主に帰属しない金額の主な内訳

  該当事項はありません。

 普通株式の期中平均株式数 71,843,401株
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため記載しておりません。 

 

１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

 連結損益計算書上の当期純利益 1,062百万円

 普通株式に係る当期純利益 1,062百万円

 普通株主に帰属しない金額の主な内訳

  該当事項はありません。

 普通株式の期中平均株式数 71,826,183株

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,589 2,890

受取手形 1,163 1,439

売掛金 4,191 4,432

有価証券 904 701

商品及び製品 1,209 1,519

仕掛品 19 21

原材料及び貯蔵品 509 532

前払費用 21 5

繰延税金資産 193 172

その他 283 151

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 14,084 11,866

固定資産

有形固定資産

建物 14,626 14,660

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,398 △8,719

建物（純額） 6,227 5,941

構築物 4,947 5,069

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,886 △3,925

構築物（純額） 1,060 1,143

機械及び装置 22,212 23,916

減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,652 △19,722

機械及び装置（純額） 3,560 4,193

車両運搬具 99 97

減価償却累計額及び減損損失累計額 △95 △92

車両運搬具（純額） 3 5

工具、器具及び備品 2,316 2,326

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,992 △2,066

工具、器具及び備品（純額） 324 259

土地 7,639 7,639

リース資産 31 35

減価償却累計額 △7 △14

リース資産（純額） 23 21

建設仮勘定 858 154

有形固定資産合計 19,698 19,359
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

無形固定資産

ソフトウエア 272 178

施設利用権 1 1

電話加入権 7 7

無形固定資産合計 281 186

投資その他の資産

投資有価証券 8,332 8,610

関係会社株式 700 814

長期前払費用 50 24

その他 626 608

貸倒引当金 △87 △86

投資損失引当金 △382 －

投資その他の資産合計 9,239 9,971

固定資産合計 29,219 29,518

資産合計 43,304 41,384

負債の部

流動負債

買掛金 2,665 3,071

短期借入金 1,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,252 1,252

未払金 1,524 875

未払法人税等 39 47

前受金 5 6

預り金 16 16

賞与引当金 156 193

その他 19 18

流動負債合計 6,680 5,482

固定負債

長期借入金 3,022 1,769

繰延税金負債 179 136

退職給付引当金 982 992

環境対策引当金 6 16

資産除去債務 － 23

その他 464 453

固定負債合計 4,655 3,392

負債合計 11,336 8,874
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金

資本準備金 7,927 7,927

その他資本剰余金 17,976 17,760

資本剰余金合計 25,903 25,688

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 5,487 6,293

利益剰余金合計 5,487 6,293

自己株式 △4,685 △4,687

株主資本合計 31,705 32,293

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 262 217

評価・換算差額等合計 262 217

純資産合計 31,967 32,510

負債純資産合計 43,304 41,384
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（２）損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

売上高

製品売上高 15,004 17,168

商品売上高 2,135 2,515

その他の売上高 254 383

売上高合計 17,394 20,068

売上原価

商品期首たな卸高 22 24

当期商品仕入高 1,902 2,252

合計 1,924 2,276

商品期末たな卸高 24 51

商品売上原価 1,899 2,225

製品期首たな卸高 1,021 841

当期製品製造原価 12,940 14,295

合計 13,962 15,137

製品期末たな卸高 841 1,009

製品他勘定振替高 △1 △0

製品売上原価 13,119 14,127

その他の事業売上原価 76 78

売上原価合計 15,096 16,431

売上総利益 2,297 3,636

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 636 778

役員報酬 102 112

給料 516 485

賞与引当金繰入額 102 125

退職給付費用 44 44

減価償却費 185 185

研究開発費 154 196

その他 751 843

販売費及び一般管理費合計 2,495 2,771

営業利益又は営業損失（△） △197 865

営業外収益

受取利息 1 1

有価証券利息 114 119

受取配当金 148 202

その他 48 67

営業外収益合計 312 389

群栄化学工業㈱　（4229）　平成23年３月期決算短信

- 31 -



(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業外費用

支払利息 60 43

租税公課 17 0

為替差損 8 2

その他 2 5

営業外費用合計 89 51

経常利益 26 1,203

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

保険差益 98 －

抱合せ株式消滅差益 382 －

貸倒引当金戻入額 75 1

特別利益合計 556 1

特別損失

固定資産処分損 53 41

投資損失引当金繰入額 177 －

投資有価証券評価損 － 65

会員権評価損 － 2

環境対策引当金繰入額 － 10

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21

特別損失合計 231 140

税引前当期純利益 350 1,064

法人税、住民税及び事業税 18 24

法人税等調整額 24 18

法人税等合計 42 42

当期純利益 308 1,021

群栄化学工業㈱　（4229）　平成23年３月期決算短信

- 32 -



（３）株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 5,000 5,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,000 5,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 7,927 7,927

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,927 7,927

その他資本剰余金

前期末残高 18,048 17,976

当期変動額

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △71 △215

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △71 △215

当期末残高 17,976 17,760

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 5,178 5,487

当期変動額

剰余金の配当 － △215

当期純利益 308 1,021

当期変動額合計 308 805

当期末残高 5,487 6,293

自己株式

前期末残高 △4,682 △4,685

当期変動額

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △2 △2

当期末残高 △4,685 △4,687

株主資本合計

前期末残高 31,471 31,705

当期変動額

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △71 △215

剰余金の配当 － △215

当期純利益 308 1,021

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 233 588

当期末残高 31,705 32,293
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △182 262

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

444 △45

当期変動額合計 444 △45

当期末残高 262 217

繰延ヘッジ損益

前期末残高 △0 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

0 －

当期変動額合計 0 －

当期末残高 － －
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

 取締役      眞下 信夫（現 株式会社群馬銀行 評議員） 

 取締役       室田 雅之 

取締役副社長  有田喜一郎（現 当社常務取締役） 

常勤監査役    川島  吉一（現  当社顧問） 

常勤監査役    櫻井  紘一 

    (注) 新任取締役候補者 眞下 信夫氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

６．その他

（１）役員の異動

①代表者の異動

②その他の役員の異動（平成23年６月24日付予定）

１．新任取締役候補

２．退任予定取締役

３．昇任取締役候補

４．新任監査役候補

５．退任予定監査役
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